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【資料４】②
学習・到達目標 クォーター 1年 2年 3年 ４年

専
門
導
入

科
目

・地域創生の概念と定義及び地域創生学を学ぶ意義や目的の理解を通して、地域創生に対する興味喚起と動機付けを図り、地域創生が果た
す役割や重要性について理解します。

専
門
基
盤
科
目

・社会現象の実態や現象の起こる原因に関するメカニズムについて、社会生活・社会組織などを取り上げ、社会学的な見方や捉え方につい
て理解します。
・文化学の視点から社会の形成や変容のメカニズムについて考察し、文化形成の原理、文化的な見方や考え方について理解します。
・日本における経済成長の現状と要因について学習し、景気循環の局面と仕組み、物価と景気の現状や変動の要因について考察します。
・我が国の人口減少時代の到来や人口減少が経済社会に与える影響など、人口問題に対する基本認識について理解します。
・地理に関わる事象の意味や特色について、地理情報から地域に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめるための方法について学
習します。
・資源活用事業の促進に関する施策の動向について学習し、資源をめぐる諸問題の特徴や特殊性と資源問題の解決の方向について考察しま
す。

専
門
実
習
科
目

・地域理解実習の目的や内容と評価について理解するとともに、実習の進め方や留意点について学習します。
・地域社会の仕組みや特性と維持・継承について理解し、地域社会が抱える諸問題についての認識を深めます。
・地域の文化的な特質について地理的条件や歴史的背景から理解し、文化の多様性について認識を深めます。
・地域産業や地域企業の歴史的変遷や発展過程を理解し、地域と産業や企業の関わりについて認識を深めます。
・地域資源の開発や利用の実際について理解し、地域資源の多様性や有用性と活用法について理解を深めます。
・地域理解実習Ⅱ～Ⅴを通して得られた知識と経験を振り返り、実習を経て得られた成果と課題を省察します。
・地域調査の知識や技法を用いて地域動向や地域事象等をとらえるための基本的な調査方法や分析手法について学習します。
・地域調査により資料やデータを収集し、分析する形にまで整理する具体的な方法について学習します。
・調査の企画から報告書の作成まで、地域調査の全過程について体験を通じて学習します。
・地域における資源の発掘や活用の現状と動向及び地域資源の活用方法について学ぶとともに、地域資源を活用した地域ブランド化及び地
域資源活用に対する補助金等の支援について学習します。
・地域経済の活性化を遂げた事例を取り上げ、地域資源の活用方法のあり方について考察します。
・地域現場における聞き取りや情報の収集など、地域資源の活用に関する様々な方法や手順についての理解を深めます。
・地域創生に関する実習課題や実習目標の設定と実習課題の発見を通して、地域活性化の活動への参画意識を高めます。
・文献講読、資料分析、実地観察、現地調査等による考察を通して、課題に対する考え方や対応策について分析・検討します。
・諸活動の支援や補助業務などを体験することにより、地域創生に係る職業を担うための実践力や応用力を高めます。

専
門
研

究
科
目

・これまでの学部教育において修得した地域創生に関する知識、技能、態度などを総合的に活用し、自らが立てた新たな課題にそれらを適
用し、その課題を解決することができる総合的な実践力の養成として、研究課題に関する成果発表に向けた学習をします。

専
門
基
礎
科
目

・現代社会における集団や組織をめぐる諸問題を取り上げながら、組織論の基本理論とその実践的な活用方法について学習します。
・社会システムの構造的要素について学ぶとともに、社会構造の変化である社会変動及び経済的要因など社会システムの変動要因について
学習します。
・現代社会が直面する労働政策や雇用政策に関するテーマを取り上げながら、社会政策や社会制度の現状と課題や今後の行方について学習
します。
・社会的な場面における個人の行動から組織の行動や群集の行動及び現代社会における社会現象や社会問題について学習します。
・文化諸要素間の関係及び文化全体の性格を社会と関連させながら、その文化的な側面がどのように作用しているのかについて考察しま
す。
・職場組織と人間関係、労働組合と労働運動などについての考察を通して、現代社会を支える産業社会の仕組みや見方について理解しま
す。
・社会問題の多様性や多面性について理解し、現代社会を取り巻く社会問題の本質の理解と社会問題の解決にむけた取組みについて学習し

専
門
基
幹
科
目

・現代地域事情における社会的な見方や文化的な捉え方について学び、地域の社会や文化の実相について理解します。
・地域ごとの特色ある地域交流のための活動やイベントなどの具体的な事例を考察し、今後における地域振興や地域交流のあり方について
学習します。
・地場産業や地場産業の推移と特徴、地域産業の振興の課題や展望などの考察を通して、地方圏における産業や企業の将来的な発展につい
て考察します。
・経済社会の中で地域が果たす役割について学習するとともに、地方財政の仕組みや地方財政活動の現状と課題について学習します。
・地域活性化に関する地域政策の在り方や最新の動向について考察し、地域の自立促進に向けた地域振興に関する法律や制度について学習
します。
・地域の成り立ちと地域の社会や文化の基層構造や社会変動について、比較地域学的な見方や考え方と基礎的な比較分析手法について学習
します。

専
門
展
開
科
目

・多様で豊かな文化を活かした文化活動について学び、地域の特色ある文化を活かした地域振興につながる文化活動の取組みやあり方につ
いて学習します。
・文化資源の活用を支える制度や手法について学ぶとともに、地域振興や地域活性化のあり方や実現性について考察します。
・地域の自立促進を図り、魅力ある地域社会を実現するための地域の特性や実情に応じた文化の振興や活性化に係る方策や制度について理
解します。
・将来の地域づくりの核となる文化財について学び、地域の文化財や文化施設を生かした地域の活性化について学習します。
・地域の中小企業の問題性と貢献性等についての考察を通して、地域創生における中小企業が果たす役割について学習します。
・地域ビジネスの振興や起業・創業支援に関する実践事例を通して、産業資源の活用による地域振興や地域活性化のあり方や実現性につい
て考察します。
・地域資源の活用による起業化支援や地域中小企業の連携による地場産業育成支援などの国や地方自治体による産業政策の最新の動向につ
いて学習します。
・現代市場の動向と市場調査や市場活動について学び、商品企画や事業計画及び流通とプロモーションの展開について学習します。
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